
(57)【要約】

【課題】　穿刺針をガイドするガイド溝が形成されたア

ダプタを備え、そのアダプタを装着するための装着部材

によりガイド溝の位置、角度が制限されることが無く、

清掃や消毒が容易な穿刺用超音波プローブを提供するこ

と。

【解決手段】　超音波の走査を行う本体（１０）と、本

体に形成された固定部（１５）に対して装着され、被検

体に対し刺入する穿刺針Ｎをガイドするガイド孔（１０

０ａ・・・）を構成するアダプタ（５１）とを備える穿

刺用超音波プローブであって、固定部表面とアダプタ表

面とを跨ぎ、アダプタを固定部に対して装着する装着部

材（６０）を設けたことを特徴とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 当 接 し て 超 音 波 の 走 査 を 行 う 本 体 と 、 前 記 本 体 に 形 成 さ れ た 固 定 部 に 対 し て 装
着 さ れ 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿 刺 針 を ガ イ ド す る ガ イ ド 孔 を 構 成 す る ア ダ プ タ と を
備 え る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 固 定 部 表 面 と 前 記 ア ダ プ タ 表 面 と を 跨 ぎ 、 前 記 ア ダ プ タ を 前 記 固 定 部 に 接 し た 状 態
で 装 着 す る 装 着 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ダ プ タ は 、 前 記 固 定 部 と 前 記 接 す る 面 に 前 記 ガ イ ド 孔 を 構 成 す る ガ イ ド 溝 が 設 け
ら れ 、
　 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ダ プ タ と 接 し 、 前 記 ガ イ ド 溝 と と も に 前 記 ガ イ ド 孔 を 構 成 す る ガ
イ ド 面 を 有 し 、
　 前 記 装 着 部 材 は 、 前 記 ガ イ ド 面 の 最 端 部 近 傍 に 設 け ら れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音
波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 固 定 部 と 前 記 接 す る 面 の 異 な る 位 置 に 複 数 設 け ら れ た 請 求 項 ２ に
記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 本 体 は 、 前 記 超 音 波 の 走 査 を 行 う 、 一 端 部 が Ｌ 字 に 切 り か か れ た 超 音 波 振 動 子 ア レ
イ を 有 し 、
　 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 穿 刺 針 が 前 記 Ｌ 字 の 内 側 を 通 過 す る よ う に 設 け ら れ た 請 求 項 ２ ま
た は 請 求 項 ３ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ガ イ ド 面 の 最 端 部 近 傍 に 前 記 本 体 に 対 す る 前 記 ア ダ プ タ の 相 対 位 置 を 確 定 す る 位 置
決 め 部 を 更 に 設 け た 請 求 項 ２ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 装 着 部 材 は 、 帯 状 体 と 、 前 記 帯 状 体 の 一 端 に 前 記 ア ダ プ タ に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る 軸 部
と 、 前 記 帯 状 体 の 他 端 に 前 記 固 定 部 に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る 係 止 部 と を 有 す る 請 求 項 １ 乃
至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 下 に お い て 穿 刺 術 を 行 う 際 に 用 い ら れ 、 穿 刺 針 を ガ イ ド す る
穿 刺 ア ダ プ タ を 有 す る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 注 射 針 等 の 穿 刺 針 を 生 体 内 に 刺 入 し て 、 腫 瘍 な ど の 組 織 の 採 取 等 の 検 査 や 、
薬 剤 の 局 所 投 与 或 い は 穿 刺 針 か ら の マ イ ク ロ 波 や ラ ジ オ 波 の 照 射 等 の 温 熱 治 療 な ど を 行 う
穿 刺 術 が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 穿 刺 術 は 、 損 傷 に よ り 大 出 血 を 起 こ す 危 険 性 の あ る 血
管 な ど を 避 け る た め に 、 或 い は 、 目 的 で あ る 腫 瘍 な ど の 組 織 に 対 し て 確 実 に 穿 刺 す る た め
に 、 一 般 的 に は 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 超 音 波 断 層 像 を 参 照 し な が ら 行 わ れ
て い る 。 こ の よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ る ガ イ ド 下 で 行 う 穿 刺 術 を 超 音 波 ガ イ ド 下 穿 刺
術 と い う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 超 音 波 ガ イ ド 下 穿 刺 術 を 施 す 場 合 に 、 穿 刺 針 を 目 標 と す る 位 置 に 確 実 に 刺 入 で
き る よ う に 診 断 用 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に 穿 刺 用 の 穿 刺 ア ダ プ タ を 取 り 付 け て 、 こ の 穿 刺 ア ダ
プ タ に 支 持 さ れ る 穿 刺 針 を 超 音 波 プ ロ ー ブ の 生 体 と の 接 触 面 （ プ ロ ー ブ 面 ） の 端 部 近 傍 か
ら 生 体 内 に 刺 入 す る 方 法 が 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 刺 入 開 始 位 置 は 、 超 音 波 断 層 像 と し て 表 示 さ れ る 生 体 に お け る
超 音 波 断 層 像 表 示 範 囲 か ら 、 例 え ば １ ０ ｍ ｍ 程 度 離 れ て い る 。 し た が っ て 、 刺 入 開 始 位 置
か ら 超 音 波 断 層 像 表 示 範 囲 に 達 す る ま で の 間 は 、 刺 入 針 の 像 が 超 音 波 断 層 像 上 に 表 示 さ れ
な い 状 態 で 刺 入 を 行 う こ と に な る 。 つ ま り 、 そ の 間 は 血 管 な ど の 存 在 を 確 認 で き ず 、 穿 刺
術 を 行 う 上 で 安 全 上 の 問 題 を 有 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 プ ロ ー ブ 面 か ら そ の 対 向 面 ま で 貫 通 す る よ う に 一 部 を 切 り 欠 く と と も に 、 プ ロ
ー ブ 面 の 内 側 に 配 列 さ れ る 超 音 波 の 発 振 お よ び 受 信 を 行 う 振 動 子 の 一 部 を 切 り 欠 き 、 そ の
切 り 欠 き 位 置 か ら 穿 刺 針 の 刺 入 を 可 能 に し 、 表 示 範 囲 上 端 部 に 刺 入 開 始 位 置 を 位 置 さ せ て
、 刺 入 開 始 位 置 か ら 超 音 波 断 層 像 上 に 穿 刺 針 の 像 を 表 示 す る よ う に し た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ
ー ブ が 実 用 化 さ れ て い る 。 こ の よ う な 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 、 穿 刺 針 の 像 が 表 示 さ
れ な い 領 域 が な く な り 、 穿 刺 術 を 行 う 上 で の 安 全 性 が 向 上 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 、 （ １ ） 振 動 子 の 配 列 方 向 の 中 央 近 傍
を コ の 字 状 に 切 り 欠 き 、 そ の 切 り 欠 き に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る ガ イ ド 溝 を 有 す る 穿 刺 ア ダ プ
タ を 取 り 付 け た も の 、 （ ２ ） 振 動 子 の 配 列 方 向 の 中 央 か ら 片 側 に 、 配 列 方 向 と 平 行 に Ｕ 字
溝 を 貫 通 す る 形 で 設 け 、 穿 刺 針 を そ の Ｕ 字 溝 に 貫 通 す る よ う に ガ イ ド す る 穿 刺 ア ダ プ タ を
取 り 付 け た も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 、 （ ３ ） 振 動 子 の 配 列 方 向 の 一 端 側 を Ｌ 字
状 に 切 り 欠 き 、 そ の 切 り 欠 き に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る ガ イ ド 溝 を 有 す る 穿 刺 ア ダ プ タ を 取 り
付 け た も の な ど が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 （ １ ） に 示 し た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 コ の 字 状 に 切 り 欠 き を 上 部 に
向 か っ て 振 動 子 の 配 列 方 向 に 広 が る よ う に す る と 、 振 動 子 を 保 持 す る 背 面 材 が 切 り 欠 き 近
傍 で 薄 く な っ て し ま う の で 、 背 面 側 に 放 射 さ れ る 超 音 波 の 吸 収 性 が 低 下 す る と と も に 振 動
子 を 安 定 し て 保 持 で き ず 、 超 音 波 プ ロ ー ブ と し て の 性 能 を 劣 化 さ せ る 。 し た が っ て 、 上 部
に 向 か っ て 広 が る よ う な 形 状 に で き な い の で 、 刺 入 角 度 が 制 限 さ れ て し ま う 。 ま た 、 コ の
字 切 り 欠 き に よ る 不 連 続 性 に よ り サ イ ド ロ ー ブ を 発 生 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 （ ２ ） に 示 し た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 刺 入 角 度 に つ い て は 比 較 的 自 由 に 設 定
で き る が 、 振 動 子 が Ｕ 字 溝 に よ り 切 り か か れ て い る 範 囲 で 感 度 が 落 ち 、 画 質 に 対 し 悪 影 響
を 及 ぼ す 。 ま た 、 そ の 切 り 欠 き に よ る 不 連 続 性 に よ り サ イ ド ロ ー ブ を 発 生 す る こ と が あ る
。 さ ら に 、 Ｕ 字 溝 は 狭 窄 で あ り 、 穿 刺 術 を 行 っ た 後 の 清 掃 や 消 毒 が 容 易 で は な い と い う 問
題 も あ る 。 ま た さ ら に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 Ｕ 字 溝 に 穿 刺 ア ダ
プ タ を 挿 入 し て 使 用 す る た め 、 治 療 等 で 穿 刺 針 を 患 部 に 刺 し た ま ま に し て 穿 刺 ア ダ プ タ か
ら 取 り 外 す 場 合 に 、 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ を 溝 方 向 に ず ら す 等 の 必 要 が あ り 作 業 性 が よ く
な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 （ ３ ） に 示 し た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 切 り 欠 き に よ る 感 度 の 低 下 は 、 （ ２ ）
に 比 べ 振 動 子 の 切 り 欠 き は 僅 か な 範 囲 で あ る か ら ほ と ん ど 問 題 に は な ら な い 。 さ ら に 、 （
１ ） （ ２ ） の よ う な 不 連 続 性 に よ る サ イ ド ロ ー ブ の 問 題 は 無 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ６ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ８ ８ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 穿 刺 ア ダ プ タ 及 び 穿 刺
用 超 音 波 プ ロ ー ブ を 貫 通 す る 孔 に 軸 を 貫 通 さ せ カ ム を 用 い て 穿 刺 ア ダ プ タ を 穿 刺 用 超 音 波
プ ロ ー ブ に 装 着 す る 装 着 手 段 を 有 し て い る 。 そ の 軸 は 、 穿 刺 ア ダ プ タ の 穿 刺 針 を ガ イ ド す
る ガ イ ド 溝 を 有 す る 面 を 貫 通 す る よ う に 存 在 し 穿 刺 針 の 刺 入 を 妨 げ る の で 、 ガ イ ド 溝 の 本
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数 、 位 置 、 角 度 が 制 限 さ れ て し ま う 。 こ の 制 限 は 、 穿 刺 針 が 太 く な れ ば さ ら に 厳 し い も の
と な る 。 ま た 、 軸 を 貫 通 さ せ る 孔 の 清 掃 や 消 毒 は 、 （ ２ ） と 同 様 に 容 易 で は な い と い う 問
題 も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 穿 刺 針
を ガ イ ド す る ガ イ ド 溝 が 形 成 さ れ た ア ダ プ タ を 備 え 、 そ の ア ダ プ タ を 装 着 す る た め の 装 着
部 材 に よ り ガ イ ド 溝 の 位 置 、 角 度 が 制 限 さ れ る こ と が 無 く 、 清 掃 や 消 毒 が 容 易 な 穿 刺 用 超
音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 被 検 体 に 当 接 し て 超 音 波 の 走 査 を 行
う 本 体 と 、 前 記 本 体 に 形 成 さ れ た 固 定 部 に 対 し て 装 着 さ れ 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿
刺 針 を ガ イ ド す る ガ イ ド 孔 を 構 成 す る ア ダ プ タ と を 備 え る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て
、 前 記 固 定 部 表 面 と 前 記 ア ダ プ タ 表 面 と を 跨 ぎ 、 前 記 ア ダ プ タ を 前 記 固 定 部 に 接 し た 状 態
で 装 着 す る 装 着 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ア ダ プ タ は 、 前 記 固 定 部 と 前 記 接 す る 面 に 前 記 ガ イ
ド 孔 を 構 成 す る ガ イ ド 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 固 定 部 は 、 前 記 ア ダ プ タ と 接 し 、 前 記 ガ イ ド 溝
と と も に 前 記 ガ イ ド 孔 を 構 成 す る ガ イ ド 面 を 有 し 、 前 記 装 着 部 材 は 、 前 記 ガ イ ド 面 の 最 端
部 近 傍 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 固 定 部 と 前 記 接 す る 面 の 異 な る 位
置 に 複 数 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 本 体 は 、 前 記 超 音 波 の 走 査 を 行 う 、 一 端 部 が Ｌ 字 に
切 り か か れ た 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 有 し 、 前 記 ガ イ ド 溝 は 、 前 記 穿 刺 針 が 前 記 Ｌ 字 の 内 側
を 通 過 す る よ う に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ガ イ ド 面 の 最 端 部 近 傍 に 前 記 本 体 に 対 す る 前 記 ア ダ
プ タ の 相 対 位 置 を 確 定 す る 位 置 決 め 部 を 更 に 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 装 着 部 材 は 、 帯 状 体 と 、 前 記 帯 状 体 の 一 端 に 前 記 ア ダ プ
タ に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ る 軸 部 と 、 前 記 帯 状 体 の 他 端 に 前 記 固 定 部 に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ
る 係 止 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 本 体 に 穿 刺 ア ダ
プ タ を 装 着 す る 装 着 部 材 が 貫 通 し な い の で ガ イ ド 溝 の 位 置 、 角 度 が 制 限 さ れ る こ と が 無 い
。 し た が っ て 、 位 置 、 方 向 、 本 数 及 び 断 面 形 状 を 変 化 さ せ た ガ イ ド 溝 に よ り 構 成 さ れ る ガ
イ ド 孔 を 自 由 に 設 定 で き る 。 ま た 、 貫 通 穴 や 狭 隘 部 を 必 要 と し な い の で 、 洗 浄 や 消 毒 を 容
易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 ガ イ ド 面 の 最 端 部 近 傍 に 設 け た 位 置 決 め 部 に よ り 、 ガ イ ド
溝 の 位 置 、 角 度 が 制 限 さ れ る こ と が 無 い よ う に 、 ア ダ プ タ の 位 置 を 確 定 す る こ と が で き る
。 ま た 、 装 着 部 材 の 一 端 が 回 転 自 在 に ア ダ プ タ に 保 持 さ れ 他 端 を 固 定 部 に 係 止 さ せ る 構 造
で あ る か ら 、 装 着 、 取 り 外 し が 容 易 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 様 々 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な
が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 〔 構 成 〕
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　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図
１ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は そ れ ぞ れ 異 な る 方 向 か ら の 斜 視 図 を 示 す 。 図 １ に 示 す よ う に 、 本
穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 の 走 査 を 行 っ て 断 層 画 像 を 生 成 す る た め の プ ロ ー ブ 本 体
１ ０ と 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ と を 備 え て い る 。 Ｎ は 、 穿 刺 針 で 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ （ 本 体 ）
と 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ と に よ り 形 成 さ れ 、 穿 刺 針 出 口 １ ０ １ に 連 通 す る ガ イ ド 孔 １ ０ ０ ａ 、
１ ０ ０ ｂ 、 １ ０ ０ ｃ 、 １ ０ ０ ｄ （ 以 下 、 ま と め て ガ イ ド 孔 １ ０ ０ を 表 示 す る 場 合 が あ る 。
） の い ず れ か に よ り ガ イ ド さ れ 、 穿 刺 針 出 口 １ ０ １ か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 （ 後 述 ） を 備 え 、 プ ロ ー ブ 面 １ ４ の 長 手 方 向 に 超 音
波 の 走 査 を 行 う 探 触 子 部 １ １ と 、 探 触 子 部 １ １ の 一 端 を 角 と し Ｌ 字 を な す よ う に プ ロ ー ブ
面 １ ４ と は 反 対 側 に 設 け ら れ た 操 作 者 が 把 持 す る た め の 把 持 部 １ ２ と 、 把 持 部 １ ２ の Ｌ 字
の 角 と は 反 対 側 の 端 部 に は 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ が 連 設 さ れ て い る 。 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ は 図 示
し な い 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 探 触 子 部 １ １ の 把 握 部 １ ２ と は 反 対 側 の 端 部
に 固 定 部 １ ５ （ 詳 細 後 述 ） が 形 成 さ れ 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ が 装 着 さ れ て い る 。 穿 刺 ア ダ プ
タ ５ ０ は 、 本 発 明 の ア ダ プ タ で あ る 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ と 装 着 部 材 ６ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の 固 定 部 １ ５ 及 び 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 固 定 部 １ ５ は 、 探 触 子 部 １ １ の 端 部 を プ ロ ー ブ 面 １ ４ 側 か ら そ の
対 向 面 側 に か け て Ｌ 字 状 に 切 り 欠 く 、 後 述 の ガ イ ド 溝 面 ５ ４ に 接 し て ガ イ ド 溝 ５ ７ と と も
に ガ イ ド 孔 １ ０ ０ を 形 成 す る ガ イ ド 面 １ ６ 及 び ガ イ ド 面 １ ６ に 略 直 交 す る 装 着 面 １ ７ 、 穿
刺 ア ダ プ タ ５ ０ が 装 着 さ れ た 場 合 に 装 着 部 材 ６ ０ を 収 容 す る た め の 、 ガ イ ド 面 １ ６ に 対 向
す る 側 面 に 形 成 さ れ る 凹 部 １ ８ 及 び 探 触 子 部 １ １ の 最 先 端 を ガ イ ド 面 １ ６ 側 か ら 凹 部 １ ８
に か け て コ の 字 状 に 切 り 欠 か れ た 挿 入 溝 １ ９ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 固 定 部 １ ５ を 示 す 斜 視 図 で 、 （ ａ ） は 凹 部 １ ８ を 、 （ ｂ ） は ガ イ ド 面 １ ６ 及 び
装 着 面 １ ７ を 説 明 す る た め の も の で あ る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 凹 部 １ ８ の 底 面 に は
後 述 の 装 着 部 材 ６ ０ が 有 す る ロ ッ ク 部 ６ １ が 係 止 さ れ る ロ ッ ク 用 突 起 ２ ２ が 形 成 さ れ 、 図
３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 装 着 位 置 を 決 め る た め に 、 ガ イ ド 面 １ ６ に は
ガ イ ド 面 の 端 部 近 傍 に 位 置 決 め 穴 ２ ０ が 、 装 着 面 １ ７ に は 取 り 付 け 穴 ２ １ が 形 成 さ れ る 。
ま た 、 後 述 す る が 取 り 付 け 穴 ２ １ は 装 着 部 材 ６ ０ の 位 置 決 め だ け で は な く 係 止 も 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。 図 ４ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は そ れ ぞ れ 異 な る 方 向 か ら の 斜 視 図 を 示 す 。 図 ４ （ ａ ） に
示 す よ う に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ は 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ と 装 着 部 材 ６ ０ で 構 成 さ れ る 。 装
着 部 材 ６ ０ は 、 帯 状 体 の 一 端 に ロ ッ ク 部 ６ １ 、 他 端 に 軸 部 ６ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 軸 部 ６
３ に は 、 帯 状 体 の 幅 方 向 の 両 側 に 突 起 状 の 軸 端 部 ６ ４ が 形 成 さ れ 、 ２ つ の 軸 端 部 ６ ４ は 軸
と し て 作 用 す る 。 ロ ッ ク 部 ６ １ に は 凹 部 １ ８ に 形 成 さ れ た ロ ッ ク 用 突 起 ２ ２ を 係 止 す る 係
止 部 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ の 一 端 部 に は 、 ２ つ の 軸 端 部 ６ ４ を 嵌
合 し 装 着 部 材 ６ ０ を 回 転 可 能 に 保 持 す る 保 持 部 ５ ３ が 形 成 さ れ 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ を プ ロ
ー ブ 本 体 １ ０ の 固 定 部 １ ５ に 装 着 し た と き に 、 保 持 部 ５ ３ か ら 後 述 の ガ イ ド 溝 面 ５ ４ に 向
か い コ の 字 状 に 切 り 欠 か れ 、 固 定 部 １ ５ の 挿 入 溝 １ ９ と 連 接 す る 挿 入 溝 ５ ２ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 保 持 部 ５ ３ と は 反 対 側 の 挿 入 溝 ５ ２ の 一 端 側 に は 、 装 着 時 に 固 定 部 １ ５ の 装 着 面
１ ７ に 対 向 し て 接 す る 端 面 ５ ５ が 形 成 さ れ 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 端 面 ５ ５ に は 取 り
付 け 穴 ２ １ に 挿 入 さ れ 係 止 さ れ る 凸 部 ５ ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 ガ イ ド 溝 面 ５ ４ が 、 端 面 ５ ５ 略 直 交 し て 形 成 さ れ る 。 ガ イ ド 溝 面 ５ ４ は 、 装 着 時
に 固 定 部 １ ５ の ガ イ ド 面 １ ６ に 対 向 し 接 す る 。 そ し て 、 ガ イ ド 溝 面 ５ ４ に は 、 ガ イ ド 溝 ５
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７ ａ 、 ５ ７ ｂ 、 ５ ７ ｃ 、 ５ ７ ｄ （ 以 下 、 ま と め て ガ イ ド 溝 ５ ７ を 表 示 す る 場 合 が あ る 。 ）
が 、 異 な る 位 置 、 異 な る 方 向 に 形 成 さ れ る 。 ち な み に 、 ガ イ ド 溝 ５ ７ は 、 装 着 時 に プ ロ ー
ブ 面 １ ４ 側 か つ 端 面 ５ ５ 側 を 頂 点 と す る 扇 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 頂 点 部 分 は 切 り 欠
か れ て 切 り 欠 き 部 ５ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 本 例 で は 、 ４ つ の ガ イ ド 溝 を 形 成 可 能 領 域 に 等
間 隔 に 形 成 し た も の で あ る 。 ま た 、 ガ イ ド 溝 面 ５ ４ に は 、 形 成 可 能 領 域 の 外 側 、 言 い 換 え
れ ば 、 複 数 の ガ イ ド 溝 ５ ７ の 外 側 に 、 ガ イ ド 面 １ ６ の 位 置 決 め 穴 ２ ０ に 嵌 合 し て 固 定 部 １
５ に 対 し 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ を 所 定 の 位 置 に 位 置 さ せ る 位 置 決 め 突 起 ５ ６ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 位 置 決 め 突 起 ５ ６ と 位 置 決 め 穴 ２ ０ に よ り 本 発 明 の 位 置 決 め 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 の Ｌ 字 に 切 り 欠 か れ た 探 触 子 部 １ １ 内 部 の 超 音 波 振 動 子 ア レ イ の
様 子 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 固 定 部 １ ５ 近 傍 の 超 音 波 振 動 子 の 構 成 を 示 す 。 図 ７ に 示
す よ う に 、 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ １ １ の 背 面 側 に は 、 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ １ １ を 保 持 す
る と と も に 不 要 な 音 波 を 吸 収 す る バ ッ キ ン グ 材 １ １ ４ が 配 置 さ れ 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う
面 側 に は 、 生 体 と の 音 響 整 合 を と る た め の 整 合 層 １ １ ２ が 付 さ れ 、 さ ら に 、 プ ロ ー ブ 面 １
４ に は 超 音 波 信 号 を 収 束 さ せ る た め の 音 響 レ ン ズ １ １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 固 定 部
１ ５ 近 傍 で は 、 探 触 子 部 １ １ は Ｌ 字 状 に 切 り 欠 か れ て お り 、 上 述 の 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １
１ １ 等 も 図 ７ に 示 す よ う に 切 り 欠 か れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 〔 使 用 態 様 〕
　 以 上 の よ う な 構 成 に よ る 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の 固 定 部 １ ５ へ の 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 装 着
及 び 取 り 外 し に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に お け る プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の 固 定 部
１ ５ に 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ を 装 着 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は
そ れ ぞ れ 異 な る 方 向 か ら の 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 は じ め に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 固 定 部 １ ５ へ の 装 着 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 穿 刺 針 ガ
イ ド 部 材 ５ １ の 端 面 ５ ５ に 形 成 さ れ た 凸 部 ５ ８ を 固 定 部 １ ５ の 装 着 面 １ ７ に 形 成 さ れ た 取
り 付 け 穴 ２ １ に 挿 入 す る と と も に 、 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ の ガ イ ド 溝 面 ５ ４ に 形 成 さ れ た
位 置 決 め 突 起 ５ ６ を 固 定 部 １ ５ の ガ イ ド 面 １ ６ に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 穴 ２ ０ に 挿 入 し 、 穿
刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ の 端 面 ５ ５ と 固 定 部 １ ５ の 装 着 面 １ ７ と を 、 か つ 、 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材
５ １ の ガ イ ド 溝 面 ５ ４ と 固 定 部 １ ５ の ガ イ ド 面 １ ６ と を 対 向 さ せ る 。 次 に 、 装 着 部 材 ６ ０
が 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ と 固 定 部 １ ５ に 跨 る よ う に 回 転 さ せ 、 さ ら に 、 ロ ッ ク 部 ６ １ の 係
止 部 ６ ２ が ロ ッ ク 用 突 起 ２ ２ に 乗 り 上 げ 、 ま た さ ら に 、 図 ６ に 示 す よ う に 係 止 部 ６ ２ が ロ
ッ ク 用 突 起 ２ ２ に 係 止 さ れ る ま で 回 転 さ せ る 。 図 ６ は 、 係 止 部 ６ ２ と ロ ッ ク 用 突 起 ２ ２ と
の 係 止 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の よ う に し て 、 凸 部 ５ ８ と 取 り 付 け 穴 ２ １ に よ り 装 着
面 １ ７ 上 の 各 方 向 に 、 位 置 決 め 突 起 ５ ６ と 位 置 決 め 穴 ２ ０ に よ り ガ イ ド 面 １ ６ 上 の 各 方 向
に 、 さ ら に 、 凸 部 ５ ８ と 取 り 付 け 穴 ２ １ に よ り 係 止 さ れ 、 装 着 部 材 ６ ０ に よ り ガ イ ド 面 １
６ の 垂 直 方 向 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ は 固 定 部 １ ５
へ 装 着 さ れ る 。 す な わ ち 、 凸 部 ５ ８ 及 び 取 り 付 け 穴 ２ １ と 、 装 着 部 材 ６ ０ と に よ り 装 着 機
構 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の と き 、 装 着 部 材 ６ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 挿 入 溝 １ ９ 及 び 挿 入 溝 ５ ２ に 収 容 さ れ 、
係 止 部 ６ ２ も 凹 部 １ ８ に 収 ま る の で 、 突 起 物 の 無 い 状 態 で 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ は 装 着 さ れ る
こ と に な り 、 保 持 し や す く 、 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ を 斜 め し て 用 い る 所 謂 あ お り 操 作 を 行
う 場 合 に 邪 魔 に な る 突 起 物 が 無 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 ガ イ ド 溝 面 ５ ４ ガ イ ド 面 １ ６ に 対 向 し て 装 着 さ れ る こ と に よ り 、 ガ イ ド 溝 ５ ７
ａ 、 ５ ７ ｂ 、 ５ ７ ｃ 、 ５ ７ ｄ と ガ イ ド 面 １ ６ と に よ り そ れ ぞ れ ガ イ ド 孔 １ ０ ０ ａ 、 １ ０ ０
ｂ 、 １ ０ ０ ｃ 、 １ ０ ０ ｄ が 、 切 り 欠 き 部 ５ ９ と ガ イ ド 面 １ ６ と に よ り 穿 刺 針 出 口 １ ０ １ （
図 １ 参 照 ） が 形 成 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 と こ ろ で 、 上 記 の 穿 刺 針 出 口 １ ０ １ は 、 端 面 ５ ５ 側 つ ま り 装 着 面 １ ７ 近 傍 に 位 置 し て お
り 、 そ れ は 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ １ １ が Ｌ 字 に 切 り 欠 か れ て い る 位 置 で あ る か ら 、 穿 刺 針
出 口 １ ０ １ は 超 音 波 の 走 査 範 囲 の 端 部 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 穿 刺 針 出 口 １ ０ １ か ら 突
出 す る 穿 刺 針 Ｎ は 、 超 音 波 振 動 子 ア レ イ １ １ １ の Ｌ 字 の 内 側 を 通 過 す る の で 、 超 音 波 断 層
像 に 表 示 さ れ る 。 図 ８ は 、 本 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 断 層 像 表 示 領 域 に お け る
穿 刺 針 Ｎ の 穿 刺 方 向 を 示 す 図 で あ り 、 穿 刺 方 向 を 一 点 鎖 線 で 示 し た 。 図 ８ に 示 す よ う に 、
穿 刺 方 向 は 、 ガ イ ド 孔 １ ０ ０ の 位 置 、 角 度 及 び 本 数 に 従 う 。 図 ８ で は 、 穿 刺 方 向 は 、 ガ イ
ド 孔 １ ０ ０ ａ 、 １ ０ ０ ｂ 、 １ ０ ０ ｃ 、 １ ０ ０ ｄ に 対 す る ４ 方 向 で あ る 。 そ し て 、 異 な る 穿
刺 方 向 と す る に は 、 ガ イ ド 孔 １ ０ ０ の 位 置 、 方 向 及 び 本 数 を 変 化 さ せ て 設 定 す れ ば よ い 。
ま た 、 異 な る 太 さ の 穿 刺 針 に 対 応 す る た め に は 、 ガ イ ド 溝 の 断 面 形 状 を 変 化 さ せ て 設 定 す
れ ば よ い 。 し か し な が ら 、 対 向 す る ガ イ ド 面 １ ６ 及 び ガ イ ド 溝 面 の 上 述 の 形 成 可 能 領 域 を
貫 通 す る よ う な 部 材 等 が 存 在 す れ ば 、 そ れ に よ り 制 限 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 と こ ろ が 、 本 実 施 の 形 態 の 装 着 部 材 ６ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 固 定 部 １ ５ と 穿 刺 針 ガ イ
ド 部 材 ５ １ の 表 面 を 跨 る 位 置 に 、 さ ら に ガ イ ド 面 １ ６ の 最 端 部 近 傍 、 本 例 で は ４ つ の ガ イ
ド 孔 １ ０ ０ 最 端 部 近 傍 （ 図 で は ガ イ ド 孔 １ ０ ０ ｄ の 近 傍 ） に 設 け ら れ て い る の で 、 上 述 の
よ う に 制 限 さ れ る こ と な く 形 成 可 能 領 域 に 位 置 、 方 向 、 本 数 及 び 断 面 形 状 を 変 化 さ せ た ガ
イ ド 孔 を 自 由 に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ガ イ ド 孔 １ ０ ０ の 設 定 が 異 な る よ う に し た ガ イ ド 溝 ５ ７ を そ れ ぞ れ 有 す る 穿 刺 ア
ダ プ タ ５ ０ を 用 意 し て お け ば 、 種 々 の 穿 刺 針 、 穿 刺 方 向 、 穿 刺 位 置 等 に 対 応 が 可 能 と な る
。 ま た 、 こ の 場 合 、 設 定 が 異 な る よ う に し た ガ イ ド 溝 ５ ７ を そ れ ぞ れ 有 す る 穿 刺 針 ガ イ ド
部 材 ５ １ の み を 用 意 し 、 装 着 部 材 ６ ０ を 付 け 替 え て 使 用 す れ ば 、 よ り 安 価 に 供 給 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 示 し な い が 、 装 着 機 構 の 凸 部 ５ ８ 及 び 取 り 付 け 穴 ２ １ と 、 装 着 部 材 ６ ０ と の 位
置 を 変 え 、 例 え ば 、 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ を 反 対 側 の ガ イ ド 面 １ ６ の 最 端 部 近 傍 （ ガ イ ド
孔 １ ０ ０ ａ の 近 傍 ） に 設 け て も よ い 。 ま た 、 装 着 部 材 ６ ０ の 跨 る 部 分 を 細 く 撓 性 を 有 す る
ワ イ ヤ 等 の 部 材 を 用 い る こ と に よ り 、 穿 刺 針 で ワ イ ヤ 等 の 部 材 を 動 か す こ と が で き る の で
、 例 え ば 、 ガ イ ド 孔 １ ０ ０ ｂ と １ ０ ０ ｃ の 間 に 跨 ぐ よ う に 配 置 で き 、 ガ イ ド 孔 ま た は 形 成
可 能 領 域 の 最 端 部 近 傍 に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 端 面 ５ ５ に 形 成 さ れ た 凸 部 ５ ８ と 装 着 面 １ ７ に 形 成 さ れ た 取 り 付 け 穴 ２ １ 、 及 び
、 ガ イ ド 溝 面 ５ ４ に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 突 起 ５ ６ と ガ イ ド 面 １ ６ に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 穴
２ ０ も 形 成 可 能 領 域 の 外 側 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ て い る の で 、 こ れ ら に よ り 上 述 の よ
う に 制 限 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 固 定 部 １ ５ か ら の 取 り 外 し に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 本 実
施 形 態 に お け る プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の 固 定 部 １ ５ か ら の 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 取 り 外 し を 説 明
す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ に よ れ ば 、 ロ ッ ク 用 突 起 ２ ２ に よ る ロ ッ ク 部 ６ １ の 係 止 部 ６ ２ の 係 止 状 態 を 解 除 す
る よ う に 、 係 止 部 ６ ２ を 矢 印 ａ 方 向 に 押 し 出 す と 、 係 止 部 ６ ２ が ロ ッ ク 用 突 起 ２ ２ に 乗 り
上 げ た 後 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 装 着 部 材 ６ ０ が 解 除 さ れ る 。 さ ら に 、 図 ９ （ ｂ ） に 示
す よ う に 、 装 着 部 材 ６ ０ と と も に 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５ １ を 、 ガ イ ド 面 １ ６ か ら 離 れ る 方 向
に 、 装 着 面 １ ７ に 形 成 さ れ た に 取 り 付 け 穴 ２ １ か ら 端 面 ５ ５ に 形 成 さ れ た 凸 部 ５ ８ を 抜 去
す る よ う に し て 移 動 さ せ て 取 り 外 す こ と が で き る 。 す な わ ち 、 装 着 部 材 ６ ０ を ロ ッ ク 用 突
起 ２ ２ か ら 解 除 す る こ と に よ り 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。 ま た 、 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材 ５
１ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 ガ イ ド 孔 １ ０ ０ は 、 ガ イ ド 溝 ５ ７ が 開 放 し た 状 態 に な る の で 、
図 ９ に は 穿 刺 針 Ｎ を 表 示 し て い な い が 、 穿 刺 針 Ｎ か ら 本 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ を 容 易 に 取
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り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ や 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ に は 、 貫 通 穴 や
狭 隘 部 が な い の で 、 洗 浄 や 消 毒 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ と し て 、 プ ロ ー ブ 面 １ ４ が 平 面 形 状 を
成 す リ ニ ア 型 の も の を 例 に 説 明 し た が 、 プ ロ ー ブ 面 が 曲 面 形 状 を 成 す コ ン ベ ッ ク ス 型 の も
の で あ っ て も 、 同 様 な 構 造 と す る こ と が 可 能 で あ り 、 同 様 の 効 果 を 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 一 実 施 の 形 態 の 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の プ ロ ー ブ 本 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た プ ロ ー ブ 本 体 の 固 定 部 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 穿 刺 ア ダ プ タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 穿 刺 ア ダ プ タ の 固 定 部 へ の 装 着 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 係 止 部 と ロ ッ ク 用 突 起 と の 係 止 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る
【 図 ７ 】 固 定 部 近 傍 の 超 音 波 振 動 子 ア レ イ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 断 層 像 表 示 領 域 に お け る 穿 刺 針 の 穿 刺 方 向
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 穿 刺 ア ダ プ タ の 固 定 部 か ら の 取 り 外 し を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ０ 　 プ ロ ー ブ 本 体
　 　 １ １ 　 探 触 子 部
　 　 １ ２ 　 把 握 部
　 　 １ ３ 　 接 続 ケ ー ブ ル
　 　 １ ４ 　 プ ロ ー ブ 面
　 　 １ ５ 　 固 定 部
　 　 １ ６ 　 ガ イ ド 面
　 　 １ ７ 　 装 着 面
　 　 １ ８ 　 凹 部
　 　 １ ９ 　 挿 入 溝
　 　 ２ ０ 　 位 置 決 め 穴
　 　 ２ １ 　 取 り 付 け 穴
　 　 ２ ２ 　 ロ ッ ク 用 突 起
　 ５ ０ 　 穿 刺 ア ダ プ タ
　 　 ５ １ 　 穿 刺 針 ガ イ ド 部 材
　 　 ５ ２ 　 挿 入 溝
　 　 ５ ３ 　 保 持 部
　 　 ５ ４ 　 ガ イ ド 溝 面
　 　 ５ ５ 　 端 面
　 　 ５ ６ 　 位 置 決 め 突 起
　 　 ５ ７ 　 ガ イ ド 溝
　 　 ５ ８ 　 凸 部
　 　 ５ ９ 　 切 り 欠 き 部
　 　 ６ ０ 　 装 着 部 材
　 　 ６ １ 　 ロ ッ ク 部
　 　 ６ ２ 　 係 止 部
　 　 ６ ３ 　 軸 部
　 　 ６ ４ 　 軸 端 部
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　 １ ０ ０ 　 ガ イ ド 孔
　 １ ０ １ 　 穿 刺 針 出 口
　 １ １ １ 　 超 音 波 振 動 子 ア レ イ
　 Ｎ 　 穿 刺 針

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(10) JP 2006-212165 A 2006.8.17



专利名称(译) 穿刺超声探头

公开(公告)号 JP2006212165A 公开(公告)日 2006-08-17

申请号 JP2005027184 申请日 2005-02-03

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 四方浩之

发明人 四方 浩之

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB06 4C601/EE09 4C601/EE11 4C601/EE16 4C601/FE01 4C601/FF04 4C601/FF05 4C601
/FF16 4C601/GA03 4C601/GB04

其他公开文献 JP4718849B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种适配器，该适配器设置有用于引导穿刺针的引导
槽，并且其中该引导槽的位置和角度不受用于安装适配器的安装构件的
限制，并且清洁和消毒容易。 提供一种超声波探头。 解决方案：扫描超
声波的主体（10）和安装在主体上固定部分（15）上的引导孔
（100a），引导穿刺针N插入受试者体内。 ...）以及用于将适配器安装
到固定部分的安装构件（60），用于穿刺的超声波探头包括构成适配器
的适配器（51）。 的特点是。 [选型图]图1
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